
○
財
務
省
令
第
六
十
二
号

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
九
十
三
条
並
び
に
予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二

年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百
四
十
四
条
及
び
国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令

第
五
十
一
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
税
法
施
行
規
則
及
び
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る

場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務
等
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

直
人

関
税
法
施
行
規
則
及
び
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務

等
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
関
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
大
蔵
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

納
付

書
・

領
収

証
書

及
び

領
収

控
の

順
に

領
収

控
及

び
納

付
書

・
領

収
証

別
紙
第
２
号
書
式
備
考
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

書
の

順
に

連
続

し
て

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務
等
の
取
扱
い
の
特
例
に
関



す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務
等
の
取
扱
い
の
特
例

に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
東
京
税
関
東
京
外
郵
出
張
所
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機
と
国
税
収
納
命
令
官

等
の
所
在
す
る
官
署
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
」
を
削
る
。

電
子

情
報

処
理

組
織

に
よ

る
税

関
手

続
の

特

別
紙
第
１
号
の
２
書
式
備
考
及
び
別
紙
第
１
号
の
３
書
式
備
考
中
「

例
等

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

電
子

情
報

処
理

組
織

に
よ

る
輸

出
入

等
関

連
業

務
の

処
理

等
に

関
す

る
法

律

」
を
「

」
に
改
め
る
。

施
行

規
則

別
紙
第
１
号
の
４
書
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



 

第 
 

一 
 

片 

第 
 

二 
 

片 

第 
 

三 
 

片 

備 考 

関税法施行規則（昭和４１年大蔵省令第５５号）別紙第２号書式備考は、この書式について準用する。 



附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
書
式
に
よ
る
納
付
書
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


